
「尊敬できない人間からは，

何も学ぶことはできない」

東丘小学校長 八田 美砂

高校２年生のとき，ある生徒が「たかが教師

が……」といった発言をしました。そのとき担

任は,｢尊敬できない人間からは，何も学ぶこと

はできない。君が『たかが……』と思うなら，

この教室を出て行きなさい｡｣と，きっぱりとし

た口調で言われました。

40年近く経った今でも，この言葉をはっきり

と覚えています。言い変えると,｢子どもから尊

敬されていなければ，教えることはできない」

ということになります。

この言葉が，最も重くのしかかるのは，道徳

教育ではないでしょうか。子どもの前でうわべ

だけ取り繕っても，すぐに見抜かれてしまいま

す。子どもの前に人となりを表出し，その上で

尊敬されることが，道徳教育の基盤となるので

はないでしょうか。

私は，恩師の「尊敬できない人間からは，何

も学ぶことはできない」という言葉をずっと心

に刻んで，努めてきましたが，尊敬される人間

になれたとは，到底思えません。

これから，道徳教育を推進していこうとし

ている皆さんに,｢尊敬で

きない人間からは，何も

学ぶことはできない」と

いう言葉を伝えたいと思

います。

☆今後の基礎研究部会の予定☆

９月２９日（火）18:00～教育館3研

実践報告と指導案検討

お問い合わせは

野立小 堀 達司 まで

基礎研究部会 講師 南陽小学校長
夏季道徳講座 村上 立博 先生

初めて参加させていただ
きましたが，本音で語り合
えるこの会は，とても新鮮
で，すてきでした。他教科
の指導にもおおいに生かせ
ると思いました。

大きな視点で子どもたち

をとらえることの大切さを

学ばせていただきました。

今後の教員生活で，ぜひ，

生かしたいと思います。

目の前の子どもをとことん好きになってほしい！

子どもの心を育てることは，未来の社

会を構築することを意味します。

○ 「思い」は必ず子どもに伝わる！

○ 伝わっていないようで，子どもは素直に表現できないだけ。

○ 植えた種は，発芽している。それを大きく育てよう！

本当に自分が感動した資料を使おう。

他の人の指導案を，そのままやっ

てみよう。やってみて，初めて気づ

くことがあります。

道徳の授業について一緒に考える

仲間を増やそう！ 授業の質を高め

合う努力が必要です。
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